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松
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亮
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化
学
や
セ
メ
ン
ト
な
ど
素
材
産
業
が
集
積
す
る
山
口

県
。
次
世
代
産
業
の
構
築
に
向
け
て
は
県
内
外
の
産
学

公
が
連
携
し
、
次
世
代
型
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

を
開
発
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
グ
リ
ー
ン
部
材
ク
ラ
ス

タ
ー
」
を
展
開
。
世
界
の
最
先
端
拠
点
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
企
業
に
目
を
向
け
る
と
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
の
材
料
工
場
が
複
数
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
次

世
代
へ
向
け
た
投
資
も
活
発
だ
。
そ
こ
で
山
口
県
内
の

産
官
学
の
ト
ッ
プ
に
お
集
ま
り
頂
き
、
「
次
代
へ
向
け

た
産
業
創
造
―
新
産
業
の
集
積
と
育
成
進
む
山
口
県

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
次
世
代
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
語

っ
て
も
ら
っ
た
。

産
学
公
で
新
産
業
の
創
出

企
業
と
よ
り
密
接
な
関
係

森　敏明氏

山田　隆裕氏

地域に密着、モノづくり産業支援拠点―山口県産業技術センター

　
―
次
に
企
業
側
の
次
世
代
に

向
け
た
動
き
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

　
杉
下
　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

起
き
、
世
界
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
く

か
じ
が
切
ら
れ
た
。
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
向
け
材
料
で
は
正

極
材
、
負
極
材
、
セ
パ
レ
ー
タ

ー
、
電
解
液
な
ど
が
あ
る
。
従

来
は
セ
パ
レ
ー
タ
ー
と
電
解
液

を
事
業
化
し
て
い
た
。
２
月
に

先
端
エ
ナ
ジ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
開

発
セ
ン
タ
ー
を
宇
部
市
に
つ
く

っ
た
。
も
と
も
と
セ
パ
レ
ー
タ

ー
は
民
生
が
主
体
だ
っ
た
が
、

今
後
は
車
載
向
け
が
増
え
る
。

今
の
見
積
も
り
は
３
年
後
の
も

の
で
、
多
く
の
引
き
合
い
が
来

て
い
る
。
日
立
マ
ク
セ
ル

大

阪
府
茨
木
市

と
合
弁
で
、
２

月
１
日
に
宇
部
マ
ク
セ
ル

京

都
府
大
山
崎
町

を
設
立
し

た
。
新
会
社
は
省
エ
ネ
、
創
エ

ネ
が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
全
体
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
し
っ
か

り
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
正
極
材
で
使
わ
れ
る
導

電
性
の
マ
イ
ク
ロ
カ
ー
ボ
ン
は

宇
部
ケ
ミ
カ
ル
工
場
に
建
設
し

て
お
り
、
新
た
な
塗
料
の
小
さ

な
工
場
も
で
き
、
実
用
化
レ
ベ

ル
に
来
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
向
け

の
イ
ン
ジ
ウ
ム
系
や
ガ
リ
ウ
ム

系
な
ど
が
あ
り
、
生
産
す
る
。

山
口
大
学
な
ど
と
包
括
連
携

し
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

た
。
い
か
に
事
業
化
に
結
び
つ

け
る
か
が
大
事
に
な
る
。

　
―
長
州
産
業
は
今
年
、
太
陽

電
池
工
場
を
稼
働
予
定
で
す
。

　
岡
本
　
太
陽
電
池
工
場
は
当

初
年

の
規
模
で
生
産
を

始
め
、
将
来
は
１
０
０

ま

で
規
模
を
拡
大
す
る
。
た
だ
何

年
続
く
か
先
が
見
え
な
い
。
太

陽
電
池
パ
ネ
ル
を
販
売
し
始
め

た
の
は

年
前
か
ら
。
全
国
で

販
売
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
前
に
は
全
国
シ
ェ
ア

％
を

持
っ
て
い
た
。
だ
が
パ
ネ
ル
は

他
社
か
ら
Ｏ
Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ

ラ
ン
ド

供
給
を
受
け
て
い
た

た
め
、
契
約
量
以
上
は
売
り
た

く
て
も
売
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
自
社
生
産
し
よ
う
と
い
う
こ

と
な
り
、
太
陽
電
池
の
工
場
を

建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
は
ウ
エ
ハ

ー
の
変
換
効
率
が
勝
負
に
な

る
。
そ
こ
で
変
換
効
率
が
高
い

結
晶
系
の
単
結
晶
太
陽
電
池
パ

ネ
ル
を
開
発
、
生
産
す
る
。
発

電
効
率
は

％
を
超
え
て
い

る
。
ス
ペ
イ
ン
で
論
文
を
発
表

し
た
と
こ
ろ
、
大
変
注
目
を
集

め
た
。

・
５
％
ま
で
は
出
せ

る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
目
標

は

％
。
こ
こ
を
武
器
に
し
た

い
。
た
だ
こ
の
間
に
独
や
中

国
、
韓
国
、
台
湾
の
メ
ー
カ
ー

が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
迫
っ
て

い
る
。
本
格
稼
働
は
数
カ
月

後
。
そ
の
後
は
日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
認
定
に
６
カ
月

か
か
る
。
さ
ら
に
購
入
者
が
補

助
金
を
も
ら
う
た
め
の
認
定
が

別
に
必
要
と
な
る
。
　

　
―
本
日
は
「
山
口
県
の
新
産

業
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
し

て
頂
き
ま
す
。
山
口
県
へ
の
企

業
誘
致
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

発
掘
な
ど
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い

で
す
。
ま
ず
は
新
産
業
の
育
成

や
集
積
か
ら
う
か
が
い
ま
す
。

　
森
　
県
の
新
産
業
振
興
は
県

庁
内
の
新
産
業
振
興
課
、
や
ま

ぐ
ち
産
業
振
興
財
団
、
山
口
県

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
る
。
私
は

商
工
労
働
部

年
目
、
２
０
０

５
年
に
企
業
誘
致
を
担
当
し

た
。
そ
の
際
に
県
の
強
み
は
素

材
産
業
の
集
積
だ
と
感
じ
た
。

中
国
５
県
の
中
で

リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
以
降

も
っ
と
も

早
く
雇
用
が
回
復
し
た
が
、
そ

れ
は
素
材
産
業
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
。
そ
も
そ
も
山
口
県
は

工
業
県
。
素
材
産
業
の
ほ
か
に

自
動
車
や
半
導
体
な
ど
Ｉ
Ｔ
分

野
の
生
産
拠
点
が
多
く
あ
る
。

こ
の
３
分
野
を
核
に
工
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
が
中
小
企
業
の

育
成
に
つ
な
が
る
。

　

年
春
に
「
高
度
技
術
産
業

推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
た
。

新
し
い
動
き
を
と
ら
え
て
新
産

業
育
成
を
進
め
る
の
が
目
的

だ
。
素
材
産
業
は
川
上
産
業
と

も
い
わ
れ
る
。
長
州
産
業
が
よ

い
事
例
な
の
だ
が
、
素
材
か
ら

最
終
製
品
ま
で
一
貫
生
産
す
る

流
れ
が
出
て
き
た
。
こ
う
い
う

事
例
を
創
出
す
る
こ
と
も
目
的

と
し
て
い
る
。
ま
た

年
か
ら

知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
産
学

公
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く

り
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
取

り
組
み
が
現
在
の
「
や
ま
ぐ
ち

グ
リ
ー
ン
部
材
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
」
へ
発
展
し
て
い
る
。
山
口

大
学
の
シ
ー
ズ
を
核
に
県
内
企

業
と
取
り
組
め
る
体
制
が
で
き

た
。

　
―
山
口
県
の
施
策
を
具
体
化

す
る
の
が
山
口
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

　
山
田
　
山
口
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
は

年
４
月
に
独
立
行

政
法
人
化
し
た
。
従
来
以
上
に

県
内
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
可
能
に
な
っ
た
。
や
ま

ぐ
ち
グ
リ
ー
ン
部
材
ク
ラ
ス
タ

ー
事
業
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が

中
核
的
支
援
機
関
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
従
来
の
公
設
研
究

機
関
で
は
で
き
な
い
も
の
で
、

独
立
行
政
法
人
だ
か
ら
可
能
に

な
っ
た
。

　
地
域
の
大
学
と
の
連
携
も
欠

か
せ
な
い
。
山
口
大
学
と
は
包

括
連
携
協
定
を
結
ぶ
予
定
だ
。

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推

進
拠
点
事
業
は
文
部
科
学
省
の

補
助
事
業
で
、

年
度
か
ら
具

体
的
な
活
動
が
始
ま
る
。
ま
た

企
業
に
と
っ
て
は
技
術
も
経
営

も
重
要
な
の
は
同
じ
で
あ
り
、

山
口
県
、
や
ま
ぐ
ち
産
業
振
興

財
団
と
連
携
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
三
池
　
山
口
大
学
は
現
在
三

つ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
や
ま
ぐ
ち
グ
リ
ー
ン
部
材

ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
山
口
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
下
に
山
口
大

学
や
山
口
理
科
大
学
な
ど
が
参

加
し
て
お
り
、
本
学
は
只
友
一

行
先
生
が
支
援
し
て
い
る
。
新

し
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
も
立
ち

上
が
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
山
口

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
推
進
拠

点
事
業
で
は
、
共
同
研
究
な
ど

で
活
用
で
き
る
高
度
な
計
測
装

置
が
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
。

年
度
か
ら
の
事
業
で
予
算
は
８

億
５
０
０
０
万
円
。
当
初
は
も

っ
と
予
算
が
大
き
か
っ
た
の
だ

が

。

　
森
　
本
来
で
あ
れ
ば
建
物
も

建
設
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

　
三
池
　
出
口
を
見
据
え
、
い

く
つ
か
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

用
意
し
て
い
る
。
特
徴
的
な
の

は
真
空
技
術
に
関
す
る
教
育
。

さ
ら
に
モ
ノ
づ
く
り
創
世
学
や

技
術
経
営

Ｍ
Ｏ
Ｔ

な
ど
を

修
士
に
入
れ
る
。
そ
の
一
つ
と

し
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
出
口
を
太
陽
電
池
と
す

る
。
太
陽
電
池
の
生
産
に
必
要

な
真
空
技
術
な
ど
を
身
に
付
け

る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 ３月２９日 火曜日 　　


